
  

東海第二原発 

再稼働ストップ 
福島の悲劇を繰り返さない 

「廃炉」に！！ 
 

福
島
原
発
事
故
は 

東
日
本 

壊
滅
の
危
機
で
し
た 

 

福
島
原
発
事
故
か
ら
４
年
に
な
る
今
で
も
、
１
２

万
人
余
が
故
郷
に
帰
れ
ま
せ
ん
。 

汚
染
水
は
止
ま
ら
ず
、
放
射
能
が
高
く
近
づ
け
ず
、

原
子
炉
の
内
部
状
況
は
誰
に
も
わ
か
り
ま
せ
ん
。 

現
在
で
も
こ
の
酷
さ
で
す
が
、
事
故
発
生
当
時
は
、

東
京
を
含
め
た
２
５
０
ｋ
ｍ
圏
の
避
難
が
想
定
さ

れ
、
東
日
本
が
壊
滅
す
る
と
こ
ろ
で
し
た
。 

（
原
子
力
委
員
長
談
） 

そ
れ
は
、
原
発
４
号
機
の
水
素
爆
発
で
建
屋
上
階

の
核
燃
料
プ
ー
ル
崩
壊
の
危
機
、
ま
た
２
号
機
で
は
、

原
子
炉
格
納
容
器
内
に
水
が
入
ら
ず
内
圧
上
昇
で
爆

発
の
危
機
で
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
公
表
さ
れ
た
吉

田
所
長
の
調
書
で
も
書
か
れ
て
い
ま
す
。 

私
た
ち
が
今
あ
る
の
は
、
危
機
一
髪
で
救
わ
れ
た

偶
然
の
産
物
と
い
え
ま
す
。 

福
島
原
発
は
、
冷
や
し
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
今

で
も
溜
り
続
け
る
汚
染
水
で
危
機
は
続
い
て
い
ま

す
。 

ま
た
、
原
発
は
ト
イ
レ
な
き
マ
ン
シ
ョ
ン
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
使
用
済
み
核
燃
料
は
、
処
理
で
き
ず
、

保
管
施
設
も
な
く
、
各
原
発
に
溜
り
続
け
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
原
発
を
再
稼
働
で
子
ど
も
孫
の
世
代
に
引

き
渡
す
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。 

 

３
６
年
の
老
朽
原
発
、
非
常
に
危
険
で
す 

東
海
第
二
原
発
は
、
運
転
開
始
か
ら
３
６
年
経
過

し
た
老
朽
原
発
で
あ
り
、
茨
城
を
襲
っ
た
地
震
津
波

で
電
源
が
喪
失
し
、
大
事
故
寸
前
だ
っ
た
被
災
原
発

で
す
。
構
造
的
に
も
重
大
な
危
険
性
を
抱
え
て
い
ま

す
。 

●
地
震
動
を
引
き
あ
げ
ま
し
た
が
、
抜
本
的
な
地
震
対

策
が
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
格
納
容
器
他
主
要
設
備
は

被
災
前
の
ま
ま
で
す
。 

●
格
納
容
器
下
部
に
水
プ
ー
ル
が
あ
る
た
め
、
落
下
核

燃
料
で
水
蒸
気
爆
発
の
恐
れ
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ

て
い
ま
す
。 

●
現
在
の
可
燃
性
ケ
ー
ブ
ル
を
難
燃
性
ケ
ー
ブ
ル
に

交
換
で
き
な
い
た
め
火
災
の
危
険
が
あ
り
ま
す
。 

●
フ
ィ
ル
タ
ー
ベ
ン
ト
は
、
放
射
能
を
放
出
し
て
生
活

圏
を
犠
牲
に
し
ま
す
。 

●
過
酷
事
故
対
策
を
、
最
後
は
「
人
の
手
」
に
頼
る
の

は
無
理
で
す
。 

 

 

日立市に断固反対の大看板     

２４５号道大みか町泉が森入口にあります 



 
  

 

 

東海第二原発 

再稼働ストップ 

日立市民の会 
 

ニュース NO.2 
2015年 2 月 

 

連絡先   

荒川照明 

  〒316-0021 

日立市台原町 2-10-10  

電話 090-9845-7019 

 

再稼働ストップのため 

皆さんの入会を歓迎します  

福
島
県
に
避
難
は
、
日
立
市
１
９
万
人
と
常
陸

太
田
市
（
５
万
人
）
、
高
萩
市
（
３
万
人
）
で
も
計

画
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

県
は
昨
年
８
月
６
日
、
東
海
第

二
原
発
の
過
酷
事
故
を
想
定
し
、

３
０
ｋ
ｍ
圏
内
１
４
市
町
村
９

６
万
人
の
広
域
避
難
計
画
（
案
）

を
発
表
し
ま
し
た
。
目
的
は
、
放

射
線
の
被
ば
く
を
避
け
る
た
め
、

５
ｋ
ｍ
圏
内
は
一
斉
避
難
、
５
～

３
０
ｋ
ｍ
圏
内
は
自
宅
屋
内
避

難
で
、
放
射
線
量
に
よ
り
地
域
ご

と
に
順
次
避
難
と
い
う
こ
と
で

す
。
日
立
市
民
１
９
万
人
は
、
自

家
用
車
や
バ
ス
等
で
各
イ
ン
タ

ー
チ
ェ
ン
ジ
よ
り
常
磐
高
速
道

（
一
部
は
３
４
９
号
道
）
に
入
り

福
島
県
に
避
難
と
い
う
こ
と
で

す
。
今
年
２
月
６
日
の
県
対
策
検

討
部
会
で
、
３
月
中
に
県
と
し
て

決
定
し
、
避
難
計
画
を
市
町
村
で

本
格
的
ス
タ
ー
ト
と
し
て
い
ま

す
。 日

立
市
で
も
現
在
避
難
計
画

が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。
４
年
前

に
大
地
震
と
津
波
を
体
験
し
た

市
民
と
し
て
、
本
当
に
避
難
が
可

能
で
し
ょ
う
か
。
常
磐
道
で
事

故
、
渋
滞
、
損
壊
が
起
き
れ
ば
避

難
出
来
ま
せ
ん
。
そ
の
他
様
々
な

問
題
が
あ
り
ま
す
。 

東海第二原発 過酷事故想定の避難計画 

日立市民 19 万人の 

避難先は福島県？？？ 
 

 
 
 
 放射線量が高く復旧出来ません 

原
発
を
再
稼
働
し
な
い
こ
と 

日
立
市
は
福
島
と
東
海
第
二
の

原
発
に
挟
ま
れ
、
さ
ら
に
太
平
洋
と

阿
武
隈
高
地
に
挟
ま
れ
た
街
で
す
。 

誰
が
考
え
て
も
無
茶
な
避
難
計

画
で
す
。
机
上
の
避
難
計
画
を
作

り
、
東
海
第
二
原
発
の
再
稼
働
の
理

由
付
け
に
さ
れ
た
ら
た
ま
り
ま
せ

ん
。 避

難
計
画
は
実
行
さ
れ
な
い
こ

と
が
一
番
良
い
こ
と
で
、
そ
れ
は
、

東
海
第
二
原
発
を
再
稼
働
し
な
い

こ
と
に
尽
き
ま
す
。 

 

万
が
一
、
福
島
に
避
難
で
き
て

も
、
放
射
能
で
汚
染
さ
れ
て
い
る
日

立
市
に
は
帰
還
出
来
ま
せ
ん
。 

ま
た
、
避
難
先
は
公
共
施
設
や
体

育
館
等
で
、
避
難
人
一
人
当
た
り
２

㎡
（
１
ｍ×

２
ｍ
）
、
畳
１
畳
＋
１

０
㎝
の
面
積
で
避
難
生
活
す
る
こ

と
等
も
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
福
島
の
悲
劇
を
私
た
ち
が
繰
り

返
す
こ
と
で
す
。 

避
難
す
る
の
は
市
民
で
す
。
本
計

画
作
成
を
、
県
・
市
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
で
進
め
る
の
で
は
な
く
、
市
民
の

意
見
や
判
断
を
十
分
聞
き
、
市
民
が

納
得
の
い
く
形
で
進
め
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
ま
す
。 

福島県 JR富岡駅（常磐線） 


